長建協発第４９２号
平成２０年３月２１日
各　支　部　長　様
社団法人　長崎県建設業協会　　　　
会　　長　谷村隆三　　　　
建設業許可申請に係る「工事経歴書（様式第２号）」の記載について

　かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　標記について、長崎県土木部監理課建設業指導班を通じ国土交通省より別添のとおり記載フロー及び記載例（経営事項審査を申請する場合）についての掲示がありましたので、ご参考までにお知らせいたします。

· 軽微な工事の記載方法について

　 軽微な工事は、１業種につき１０件を越えて記載することは要しません。

　 次の場合には、それぞれ以下のように取扱います。

1 元請工事に係る完成工事の合計額の７割を超えるまでに軽微な工事を１０件記載した場合は、元請工事の残り部分に係る完成工事及び下請工事に係る完成工事に軽微な工事があったとしても、これに関する記載は不要。
2 元請工事に係る完成工事の合計額の７割を超えるまでに記載した軽微な工事が１０件未満であった場合に、元請工事の残り部分に係る完成工事及び下請工事に係る完成工事に軽微な工事があるときは、先に記載した元請工事に係る軽微な工事の件数と合わせて合計１０件を超えて記載することは要しない。
